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1. まえがき

従来，低圧雹路における地保発生の検出については，

種＾の油電苔報器序が使用されているが，それらによっ

て地気の発生が検出されても，地気点の探知には停電を

要することが多いため，エJ.t-}などではこれらが十分に活

用されていない場合が多い。そこで箪者らは，低圧吋路1こ

おいて地気発生が検出された枯l合に，通霰のまま比較的

簡単にかつ俎時間に地気点を探知できる方法について研

究し，数回にわたり自家用電匁施設において現め実験を

試みた結果かなりの好成駅が得られたのでここにこれら

の概要について以下報告することにする。なおこの方法

は，非接地式低圧屯路にも適用できるものであり ，現在

多く採用されている接地式低圧同格においては，非接地

式低圧電9各に比ぺて地気が発生したらl合の災屯危険が大

きく，また鵠御装匠の誤動作守の事故のおそれも大きい

ので，この方法を併用して非接地式を採用することが安

全上および送雹確保上極めて有効であると考えられる。

2. 地気点探知の方法

2. 1 地気発生の検出

地匁点探知の前提として，まず地気の発生を検出しな

ければならない。

接地式低圧需格の場合には，地気の発生が市厭の漏電

警報器⇔によって検出されるが，その主なる原理は地気

発生時に，

(a)変圧器の第2種接地祝に流れる問流を利用して検出す

る，

(b澪相変流器1こ液れる零相電権を利用して検出する，

などの方法をとっており，そのほか変圧器の祁2種接地

緑または機体の第 3河内そ地線に流れている地電流を接地

雹流計で直接測定し，その大きさから地気の程胆を判断

するなどの方法が一般に利川されている。

さて検出するに必要な世流の大きさはできる限り小さ

くすることが団ましく，そのため霞路の対地容茄の影響

を無祝できるように，直流を使用する方法がある。図 1

は非接地式低圧謂格の褐合に!CI流開源を挿入し，検出吋

流としてi/J流を使用する方法である。

頁」筐

9闘図ー1 訂流挿入による地気発生の検出

なお，非接地式電路のめ合には地気発生の検出ととも

に地双相の判別をも行なう必要があり ，そのためには種

々の方法があるが，図2に示すように，地気警報器とと

もに地気相表示灯（応インビーダ‘ノス）を設近し，地気

相は当該表示灯の泊灯によって判別することも巧えられ

る。

図ー2

なおまた，非接地式電路のJl,I合には，対地絶舷抵抗の

測定によってもある程度の地気発生の検出が可能である

（付記〔l〕参照）。

2.2 地気点探知の原理

地気の発生が前記のような方法で検出されたならばつ

ぎに地気点の探知を始める。この探知の原理を図3によ

って説明する。

接地式電路の局合には，雹圧側配線に地気が発生する

と地気回格に地需流が流れる。この地冗流を変圧器の第

2稲按地線の途中に断絞接点を設けて断絞させ，断絞電

沈として地気回路に送り出す。そして断絞電流の生ずる

磁束変化を感知コイルによって捕捉し，これを新絞信号

音としてレシーバーで聞きながら，呵源側から仕荷側に
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二

図ー 3 地匁J!i.探知の肛迎

向って断荻電流の流れている回路を追跡することにより

地気点に到達しようとするものである。

非接地式屯格のJj,}合には， 地気発生を検出した0~に地

気相を判別し，変圧器の低圧側端子部分の近くにおいて

地気していない相と大地間に断続接点を挿入して浙絞さ

せることにより，接地式問路における場合と同様に地匁

点を探知することができる。

3. 地気点探知装置

地気点の探知に使用する地気点探知装匠ほ浙絞接地

器，探知器および探知器付属コイルより構成されるが，

これらは（株）山光社の協力により試作されたもので，

以下これらについて説明する。

J. r断幌接地器

断統接地器は図3の断絞接点部分にあたり，その構造

を図いこ示す。この動作を説明すると，まずスイッチs,
を閉じると内蔵されているil'1流霞源により継咤器Aが勁

作と復帰を恥り返し， S,およびs,接点が開1¥]される。

したがってLEr:りに流れて

いる地需流が接点s,1:.よっ

て断絞される。

このJj.)合の断絞速度およ

ぴ断絞比の決定はつぎのよ

うに行なった。すなわち，

呵話用グイヤルの速度およ

び断紐比を測定する放雹破

壊形イソバルス記伝様（東

方電機株式会社製）を利用

し，断絞状態を任意に変化

させて断絞音を聞いた場合

に信サ音として最もllflきや

すいという条件を数人の被

験者について実験した結果を総合して検討し，ほぼ断絞

速度を 5回／秒，断統比を I:Iと決定した。

なお図4におけるRlt断絞電流の大きさを潤節するた

めの可変抵抗であり，図 5は断絞接地器の外観を示した

E
 図ー4 断続接地器

図ー5

3. 2探知経

探知器は内政惑知コイル，埒巾器，クリ スクルレッ0—

ペーよりなり ，断絞霞流による磁束変化が内蔵惑知コイ

ルに誘起する電圧を増巾して，ク リスクルレツーバーに

より断絞信号音を問く構造になっている。

(a) 探知岱の感知コイルの誘起起電力

今， 無限長線路9こ電流が流れているとき，探知器の内

蔵感知コイルに生ずる電圧の大きさを求めてみる。

電流 i(A)が流れている無阪長級路から r(m)牒れ

た点Pの磁界の強さ Hr(AT/m)は，

Hr= 
I --_ ................................ . 

2,rr 
(i) 

rに比ぺて十分小さな面積 S(m)のコイルを， P点

に磁界に『（角に骰いため合にコイルを貫通する磁束か

(wb)は，P点の磁京密度 Br(wb/m')を一定と仮定

すると

<1>,=B,,S 

=μoH,S 

＝ 
,,..s . 

- I 
2 :tr 

． 
断紐接地器の外観

(wb)・・・・・・・・・・----・--・・----・(ii) 

ただし， μoは只空の透磁半である。

ここで iが時間的変化をすれば電磁銹滋の法則により

コイルに起雹力を生ずる。 N (turns) のコイルに生ず

る起電力を e(v)とすれば，(ii)より

e=-N年
dt 

=-(旦翌）di_ 
2:rr dt 

(V) ........ ,(iii) 

ものである。

iほ商用周波数の交流 (iは必ずしも商用周波数の交

流でなくてもよく ，後述するように訂流であっても探知

効果に実代的な差はない）を，断絞速度5回／秒，断続

比 I:Iで断統させたときの過渡電流をとられなければ

ならないが，理論的にはやや複隷になり，またその解も

断絞接点の構造などにより実際の断統状態とはかなり異

なるものと考えられる．そこで断紐接地器により実際に
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地坦流を断釈させた波形をプラウン管にて観測した結

染，断絞悶流のうち I,OOOc/s程度の店閉波が信号音と

して主な役限を果たしていることを知った。

しかし， I, OOOc/sの正弦波交流を断絞せずに流して

みてもレツーバーには I,000 c/sの淫紐音を揖Iくのみ

で，探知可能な{;tf}f;-としてほ役に立たない。

しかしながら，仮に問絞礎流でなくて，周波数 f

(c/s) の正弦波交流とした~l合の誘起起霜力を考える と

(iii)式：t次のようになる。

c=-
μoNS d 
2 ,rr dt 

{Im sin(2:rft+O)} 

＝ 一号翌— Im 2,rf cos(2,rft +e) (V) 

......... (iv) 

ここで実潔に拭作された探知器の感知＝イルについ

て I,OOOc/sの正弦波交流を坦路1こ述絞して流したとき

eのの位大fi/iemを求めてみるとつぎのようになる。

e,n中 I X 10—• (V) 
r 

ただし，N,Sおよび Imはつぎの値をとった。

N = I, 200 (turns) 

S =O. 5 x 10-• (m') 

Im=✓ 2-X 10-'(A) 

r ! こ二，三の数字を入れた em の計芥例を示すと表 1

の通りである、

表

r (cm) I em (μV) 

1。一「 10

so I 2 

100 ' I 

500 
I 

0.2 

図ー6 ri: 知盛f•~銘図

対称分のみを硝rtrすることによって探知を容易；こするこ

とができる。

試作された探知器の探知ttt足を示すと ，つぎの通りで

ある。

地気回路の屯圧…,.. Acまた11DC 200V以下

地気回路の抵抗・・,... 2 k 0以下

回路方式・・…接地式または非接地式

探知しうる配線方式……硲Ill配校（架空配線を含む）

金屈竹配線，ケープル配総

コソクリ ー トまたは木の既の

内部にいんぺいされている配

線

探知特性・，…図 7の通り (50c/sの架空線の掛

合）。ll'lrlr器の位終段までの増巾度

は，測定によると約78(db)であ

る。
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(b) 探知器回格とその性能

探知器の回路を図 6に示す。内蔵感知：：：イルの軸方向

を地気回路とiI.i角方向にすると，断絞電流の磁束が同：：：

イルに汲大の起雹力を誘起する。同：：：イルの軸方向と地

双回路とのなす角度がil'l角よりはずれると ， 誘起起1~カ

もそれに応じて減少する。

惑知：：：イルに起電力が誘起されると，TR,のペースitt
流が変化し，訊次TR,からTR、まで培巾されてレシー

バーiこ信サ音を生ずる。蛸巾度の潤整はVRIこよって行

なわれる。

地電流回格に断絞謂流とともに大きな1¥tti電流が1ll仕
して流れている場合には，商用周波数およびその店関波

の雑音が大きく，信号行の判別が困甦となることがある

ので， SW,により 入力を検波 して対称分波形を除き，非

20 40 60 80 
断~50ヽ交9気言泣 恥Al

図ー7 探知器惑知特性 (50c/s交流断絞）

図8は探知器の外観を示したもので，携術に使利であ

るようにしてある。

｀ 
• ヽ. . ... 一~一""

図ー8 探知器
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なお，本方法は交流ぽ圧霞格における地欠点の探知を

目的として，交流地電流を断絞させることによって行な

うものであるが，この代りに別に直琉の断統需流を交流

の地気回格に流して探知することも考えられる。図 911

U流断絞屯流に対する探知器の感知特性であるが，これ

は図71こ示した交液 50c/sの場合の特性とあまり相違

がない。また実際にi釘紀の断紐信サ行をレシーバーでllfl
いた場合にも ， 何らの也If~が認められなかった。ただし

直流の場合は交流のlJ,l合に比ぺて断絞接点の捐耗の租度

が大きいので，回路の電圧，断絞呪流の大きさ ，接点の

構造などを特に巧慮しなければならない。

。。
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図ー9

,;(I 6J 80 100 
~~ll•:,, 屯況 [mAJ

探知界感知特性（肛流断紐）

つぎにこの方法ほ交流低圧電路のみでな く，直流低圧

雹路の易合にも地気点の探知に利用することができる。

図10はそのめ合の接比方法を示したものであるが， ra
流の地気回路にコンデ1/サCを挿入してra流地鼈滋をし

ゃ断し， 別に商用周波数の交流 !OOV電源を挿入して交

流断統電流をra流地気回路に送って地気点を探知する。

直況回路

C 
図ー10 直滋低圧霞格の地気点の探知

このめ合にも直流地電流を断絞させないのは，直流

200Vまたは100Vを断紐させると，噺紐接点の捐粍など

が生じやすいからであって，直流の断続信号音が探知器

で捕捉できないからではない。したがって船舶などのよ

うに，交流て源を利用できない場合には，直流の地冗流

をなるぺく小さな値に制限して断紐させることにより一

応探知が可能である。

3. 3 付属感知コイル

母線が互に近接して配線されて~-たり ， 配電盤，分雹

盤等におけるように隣接回路が接近している場合には，

探知岱の内蔵感知コイルに被探知回路以外の回路からの

磁束が交鋲するので，探知器の内蔵惑知コイルのみでは

探知が困甦となることがある。このような場合には，別

に付属の大形の感知コイルを使用する。

すなわち，円形惑知＝イルおよび角形惑知コ イルであ

る。ケープル配線などの場合には，それを円形感知コイ

ルで挟み，ナイフスイッチなどの場合には角形慇知コイ

ルで刃を挟む (4.3.1および 4.3.2参照）。

図11は円形惑知コ イルを，図1211角形惑知＝ イルを，

それぞれ探知器とともに示したもので，いずれも内蔵惑

知コイルを大きく したに過ぎない。

図ー11 円形感知コイルと探知器

図ー12 角形感知コイルと探知器

4. 地気点探知の実際

,. 1 断続接地器の販付け

地気発生が検出されたならば地気系絞を確認する。

接地式謂路の均合には変圧器の剪2種接地線と並列1こ

断続接地器および保安器（付記(2〕参照）を接絞してか

ら按地線を開放し，つぎに断絞接地器の可変抵抗を位大



目盛の位匠：こしておいて取付ける。

非接地式雹路の場合：こは，変圧器の低庄側端子部分の

近くにおいて地気していない相と大地との間に賑絞接地

器のみを挿入すればよい。

接地式霜路のi.,)合の接紐を示すと図13の通りである。

保
安
塞

図ー13 断絞挽地器の取付け

浙紐接地器の取付け後，スイッチを ONとして可変抵

抗を加減し，付属の電泣計の指針を説みながら地堪流の

大きさを閃節し断紐!CT号屯流として地気阿路 1こ送り出

す。

なお，浙絞中は地気回路から電流計を短餡しておく。

4.2 地気回路の追跡

断紐接地器の動作をじり始したら，つぎに探知器を携行

し地只点の探知を行なう 。 j~.f}電流が流れている地依阿

蹄：こ探知器を近付けると断紐音が聞える。地気回路とな

っていないか，または地気阿路から十分離れると（信”

屯流の大きさなどによりその距離は一定ではない）断級

行が聞えない。この断紐吝を電源側から母線，配姐盤，

分電盤等と，地気点；こ向って追跡し，紋後；こ地伏点に到

達する。

地気系杭のの迅跡の例と して，図14:こ示すようなり玲

についてその要領を説関すると，坊ー｝こ変電所の母線ケ

ープルまたば配電盤の個所にて断絞行の1111える地気系統

を判別して選出する。地気系統L,がここで判明したら，

つぎにその L,の先の分岐点 J,に至り， ここで地気系統

L,1と判別し，以下この要領で頴次地保回路を分岐し，汲

後に地気点となっているfl荷に到述する。もしも分岐点

J, と J1+1 の中間1こおいて断絞行が1l11えなくなる~)合1こ

ほ，IJIIえなくなる区所に地気点が存在する。 ・

ヽ

｀` 

5 

4. 3 地気点探知の実際

4.3. 1 変電所における母線群からの地気系統の判別

母線群がケープルで配線されている場合には，それぞ

れの場合に応じて図151こ示す要領にて，11¥1こ探知器のみ

を使用するか，またはさら1こ円形惑匁lコイルを使用して

地気系統を判別する。

(0,)母 線が互に相甜泣1している喝合

,Jド遺~Jt息燒↓I,//, 
<bl丑級か辺に接近している丸合

7
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図ー15 変電mr:1線付近の分岐滋所:::.おける

地気系紋の'I'll/JI]

4. 3. 2 配電盤，分電盤における地気系統の判別

囚線に接近できないめ合また11接近できても円形惑知

コイルが使用しにくいような場合には，配磁塁，分冤盤

などにおいて判別する。

配屯盤，分屯盤では多数の開放形ナイフスイッチが互

に近接して取付けられている場合が多く ，これに直接探

知器を近付けても近接するl!!IF各：こ泣れる炊柑礎流の影愕

が大きくて断絞行の1籾I)が困類な湯合が多い。したがっ

てこのような褐合には，角形の感知コイルをスイッチの

各刃に取付け，これらを接紐器に接船して判別する方法

l
慌
．、唸

誌
州

J̀"arり'・

i
〖iー
し

一

、巳

・
9
9
9
'

．
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O
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図ーu地保回路の迅跡 図ー16 角形感知コイルの使用例
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をとる。

図16は1川相交流回路の分電盤における角形感知コ イル

の使用状況を示したものである。 3相の場合にはこれを

3飼使用する。

なお，近接の!U<i電流の影特が少ない褐合には，探知

器の惑度と低下さ・出 近按回蹄からの誘溝緯音を避けれ

ば探知器のみを近付けても判別は可能である。

4.3.3 架空線における地気系統の判別

抒通の低圧架空線に流れる俯巧行は，探知器を架空線

に向け，地上において捕捉することができる。

信丹となる地電流の大ささは，この楊合 IOmA程度

でも十分なことがある。

架空線の分岐箇所1.:おげる地気系統の1籾1]11,探知器

を架空線に向オながら分岐点の其下よりそれぞれの分岐

系統を辿って約 !Om程度歩行し，各系杭の断紐行の有

無を潤べることによって行なうことができる。

4.3.4 金属電線管配線の場合の判別

金属雹貌r配線であっても，それが地只系統を構成し

ていれば一般；こほ外祁から探知器で1記・乃荘がわかる。す

なわち， 図17(a)のようなめ合には判別が可能である。 し

かし(b)のように金属屯線守内に地気点が存在するJI,)合に

は，配線と金属屯線行を流れる断紐電流の大きさがほぽ

停しく， 向きが反対であるので，電線管の外部において

は磁界の変化がないと巧えられる。したがって，このよ

うな~)合：こは電線竹の部分では探知が困甦となるので，

霞線守のない部分で探知し地気点を推定しなければなら

ない。しかしまた(c)のように屯線竹がそのiりダ』で接地さ

れているり沿1こぱ， 屯流の大きさに染が生ずるので判別

が可能になる。

心和-量竺『iii岳遍l

<b>~-蔓'.tJ守．

森七不梵

翫 貨和

((,)電如雫竺竺『負却J

図ー17 金属需線管配線のめ合の新続堪流

"' 探知に関する注意事項

4. ,. I 断鏡電演の大きさの調整

断統屯流の大きさを大きくしても，それに比例して探

知器の惑度の増加は得られない。また屯流を大きくする

ことは浙絞接点の刀命を短縮するのみでな く，絶緑抵抗

の低下の少ない回路にも感知できるような断続雹流が流

れるので判別を困甦にすることがある。したがって断綻

電流の大きさは現均の実状に応じてなるぺく小さな｛釦：：

詞整することが必要である。

将通は 20~100mA程朕の大きさでよいが，対地誦洩

電流が全般的に人さな回路の嶋合，機侠工場等の騒官の

激しい場所で探知するlj,)合⇔では，さらに大きな霞流と

する必要のあることがある。

4. 4. 2 回路の絶縁が全般的に低下している場合

配線が古い等の理由により ，回路の絶舷が全般的に低

下しているような扮合には，信号雹流が各系統に分流す

るので系統の分岐団所における地傑系統の判別がむづか

しい。このような場合には探知器の感度を十分絞って，

できるかぎり判別の芯が得られやすいようにし，これら

のうちでも汲も信号音の大きいものから追防する。

4. 4. 3 配電盤等で負宥電流が大きい場合

主配電盤などにおけるように，かな り大きな負荷電流

に断続屯流が重伐して流れる均合には，負荷霞流によ る

磁界の強さが大きくなるので信サ音が聞きに くく なる。

このil合には探知器中の切替スイッチを切替えて入力を

検波すれば，対称分が除かれるので判別しやすくなる。

4. 4.4 交流整流子電動機等が使用されている場合

探知すぺき地気系統に交流整流子霞動様等が使用され

ている場合には，整流火花が雑守の駆因となり，これが

伯号行に陥似しているため判別が困難な場合が多い。

4. 4. 5 地気障害の発生が瞬間的である場合

冗動機が地父点となっている場合には，雹動機仇荷の

大小，れ荷の特性等によって回転中に時人もし くは瞬1:り

的に地依が発生していることがある。このような瞬問的

な地気はこの探知装匠では地気点を追跡することができ

ないので，変屯所郊において別に地電流を記奴しながら

各負荷の投入時と地電流の記奴とを照合させ，地只して

いるf国を推定する方法などを講ずることが必瑛である

う。

5. 地気点探知の実例

秘匠を使用して哀鉄，化学，紡r.,等の各工場におい

咽
虹。恥

己只；；ゾヤホ..JぐI -・--・-R""" 
棟鰤印瓜ボンプ

図ー18 地気点を発見した低圧配線の 1例
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て地気点探知を実験的に試みた結果，いずれの場合にも

地気点の発見に成功した。 またこれにより誤結線のある

機器を発見した扮合もあった。

図18は某工場の構内において，石炭コソベアネッパー

の雹動機に地気が生じていた場合の関係低圧配線図を示

したものである。

6. 係圧電路の地気保護方法への応用

さて，以上の地父点探知の方法はこれを低圧電蹄の地

気保護方法へ応用することができる。

非接地式電格の均合：こは，変圧器の低圧側1こ常時断統

接地器を取付けてお くならff.,地奴発生の検出とともに

直ちに断紐接地器を勘作させることにより地気点の探知

1こうつることができる。

接地式て路の場合にほ，地電流が極めて大きければ直

ちにしゃ断器を動作させて地気回路をしゃ断するが，地

霞流が比較的小さければそれにより苔殴器を動作させ，

同時：こ自動的：こ阿路を切砕えて保安器を挿入し，四時に

接地線を眺いて非接地式として地汰点を探知する方法が

考えられる。地気点が探知でき，霞路の紀緑が回復した

ならば莉び本来の接地式に戻しておけばよい。

. 7. 結 匝

ここで述ぺた方法と装匠はいずれも比較的簡坦なもの

であり，現場実験の結果も良好であったので，l叩家用霞

気施設を布する各エ拐で活用するならば，接地事故の早

期発見と災害防止に極めて有用である。

また，接地継雹器の感度を堺加するとともに，本装匠

を活用するならば，非接地式低圧雹路を採用した湯合の

安全性を一灼期待されるものと思われる。

なお，このような地気点の探知の際に，接地式冗路に

おける第2種接地線を一時取外すことほ，信頼のできる

保安器を使用するなど危険防止処罰を謂ずるならば，必

ずしも電気工作物規程にてい触するとは考えられないと

いう関係当局の意見があるので念のため申し添えてお

く。
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付 記

(I〕非接地式低圧冗路の対地絶紐抵抗の測定について

自家用雹気施設などにおいて，その低圧電路およびこ

れに接紋される電気機器の対地絶紐の程度を通需のまま

測定しうる指示計器が製作されている＊。 したがって地

気点の探知1こ先立って，予めこのような計器で地奴系統

の地ヌの程度を知ることができる。また通常の電路の保

守にも役立つものであろう。

＊ 対地絶社抵抗計（仮称） ：（株）山光社

(2)保安器について

接地式雹路の掲合には，地気点探知中変圧邸の第2種

接地線を一時開放し，接地線の中間に断紐接地器を接絞

することになる。したがって，断絞接地器の接点が断紐

動作中「断」の状態で｛が,~,J上変圧器の第 2種松池工事

が行なわれていないことになり ，探知中万一発生するお

それのある高低圧混触子による災守危険がある。そこで

このような危険防止のために保安器を新絞接地器と並列

に枠入して使用するのである。

このような保安器としては，中国電力技術研究所宮崎

頁氏が研究武作され，これが改良されて市販されている

が，その特性等を示せばつぎつぎの通りである。

(a) SS- 1 狂空避俯器， 200V用·…… •…•（株）山光社製

放霞開始霞圧・・・・-AC 300V土40V

放糀酎紐・・--・・AC3,000V,20A, I分通雹，5

分問屈10回

AC3,000V, 20A, 10分IUJ辿絞通

雹 1回

放雹開始の遅れ・・・ I/'S以内

絶絃抵杭…・・・IOOMO以上

(b) MS-P型マグネット保安

器・ ・ ・・…… •（株）111光社製

上記のSS-1其空避宙器

に，さらに接点を設け，市故に 喜
よる放電冗流により接点を閉 接

じ，あとは市故霞流で保持して
呉

避雷器を保渡する。また，放電

ギャッを別に佃え，避m器の性

能をこえる地絡冗流から避柑器

を保護する。

L
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E
 放電開始雹圧・・・・・・AC3,000V,士40V

放電面飛••…-AC3, 000V, 30A, 10分連続通電

AC3,000V, 50A, I分連絞通電

AC 3, OOOV, IOOA, 20秒連絞通電

AC 3, OOOV, 200A, 5秒連続通電

放電開始の遅れ…lμ.S以内

雹磁按点動作時問・・・1/2c/s以内

絶紐抵抗・・・・--IOOMO以上



~ 

25 

Research on Finding-out of Earth—fault Points in 

Low Voltage Circuits 

by S. Kozuki 

R. Tanaka 

Earth-fault detectors have been so far widely used in factories in order to detect 

earth-faults in low voltage circuits, but even if detected by them, as it becomes 

necessary to find out earth-fault points by stopping electric supply service, they 

are not of fully practical use. 

The writers studied on how to find out earth-fault points under power supply 

and as a result of some experiments、"hichwere done at large factories, such as of 

iron and steel, chemical and spinning industries,、;veshoヽvedthat our method was 

very useful for preventing accidents due to earth-faults・ 

On Hazards of Igniting of Gun-Powder though Breakage 

of Incandescent or Fluorescent Lamps (2nd Peport) 

by S. Kozuki 

K. Sakanushi 

We indicated, on the first report, the results or hazards of whether a bit of gun-

powder scattered on the surface of incandescent or fluorecent lamp would be ignited 

through breakage of the lamps or not. 

This time we studied on hazards of iginiting of a bit of gun-powder throngh brea-

kage of 40 watts rapid-start and 20 watts glow-start fluorescent lamps, and obtained 

the following results. 

I. In cases of ~O wat's rapid-start fluorescent lamps, 

(a} T. N. T. black carlit and ammonium nitrate explosives are not ignited, 

(b} Black-powders a~e occasionally ignited by waste heat of filament, but seldom 

on discharge. 

2. In cases of 20 watts glow-start fluorescent lamps, 

(a) T. N. T and Black carlit are not ignited, 

(b) Black-powders ignited by waste heat of filament, but seldom on discharge. 

By the results of the first and second reports, we found out that when a working 

incandescent lamp or a fluorescent lamp is broken, the former is far more hazar-

dous concering the ignition of gum-poヽvder・

Research of Ventilation in Plant (3rd report) 

by T. Kondo 

Experimentally, we measured the velocity and the temperature of the convection 

flow over heated sources, in order to improve the design of exhaust system for hot 

gases and fumes from the furnace and the open tank etc. Instead of the using con• 
vection Iっss, to calculate the volume of convection air, we proposed the using air 

temperature, which can b~measured more easily in plant. Besides, the deflection 

of convection floヽvby the t ravers ~ vヽind、vasconjectured from our study. 



研 究 所 報

1960 No.3 

内容'

1. 低圧雹路における地気点探知に関する研究………......………, .............. ……… 1 

2. 白熟電球および螢光ラ｀ノブの破巖による

火薬類の沼火危険について（第 2 報） •…… ·……-8

3. 工場内換気に関する研究（第3報）

-il'!i熱物よりの上井気琉について—―...........…・16 

労働省 産 業 安 全 研究所

昭 和 36年 3月




